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21
世
紀
は
「
都
市
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
。
都
市
の
活
力
が

一
国
の
繁
栄
の
鍵
を
握
り
、
国
際
社
会
の
中
で
都
市
の
存
在
感

が
増
す
中
で
、
都
市
外
交
の
果
た
す
役
割
は
格
段
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
私
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
起
爆
剤
と
し
て
東
京
を
世
界
一
の
都
市
へ

と
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
京
が
未

来
を
創
る
。
そ
れ
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
そ
の
実
現
に
は
、
都

市
外
交
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
新
た
に
策
定
し
た
都
市
外
交

基
本
戦
略
に
基
づ
き
、
都
市
外
交
を
展
開
し
て
い
く
。
本
稿

が
、「
都
市
外
交
」
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
を

深
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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国
際
社
会
で
増
す
都
市
の
存
在
感

国
連
に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
に
は
世
界
中
で
約
７
割
の
人
が
都

市
に
居
住
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
21
世
紀
が
「
都
市
の
世
紀
」
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
都
市
の
活
力
が
一
国
の
繁
栄
に
直
結
す
る

時
代
に
あ
っ
て
、
世
界
の
大
都
市
は
、
経
済
的
豊
か
さ
、
文
化
的
魅

力
、
生
活
の
快
適
さ
を
追
求
し
、
都
市
力
の
向
上
に
努
め
て
お
り
、

金
融
セ
ン
タ
ー
、
交
通
の
ハ
ブ
の
主
導
権
な
ど
を
め
ぐ
り
、
熾し

烈れ
つ

な

競
争
の
た
だ
中
に
あ
る
。
都
市
の
代
表
と
し
て
顔
が
見
え
る
点
で
、

都
市
の
首
長
の
発
信
力
は
大
き
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
信
の
機
会
も

増
え
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
な
ど
地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対
処
で
、
都
市
は
先

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
交
通
問
題
、
危
機

管
理
、
あ
る
い
は
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
大
都
市
共
通
の
課
題
解
決

に
向
け
て
、
都
市
間
の
協
力
・
連
携
の
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
持

続
可
能
な
発
展
の
実
現
に
は
、
都
市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
都
市
間

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
際
社
会
に
お
い
て
都
市
の
存
在
感
が
増
す
と
と
も

に
、
都
市
間
の
相
互
協
力
、
連
携
の
必
要
性
が
か
つ
て
な
く
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
都
市
外
交
は
、
従
来
に
比
べ
て
、
都
市
の
活
力
を
高

め
、
都
市
の
課
題
を
解
決
し
、
都
市
間
の
信
頼
の
絆
を
育
む
な
ど

の
、
よ
り
実
利
に
根
差
し
た
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
大
き
な
影
響

を
持
つ
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
機
関
車
」
と
し
て
の
東
京
都
の
役
割

東
京
都
の
都
市
外
交
は
、
戦
後
、
姉
妹
友
好
都
市
提
携
を
中
心
に

始
め
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
11
の
海
外
都
市
・
州
と
の
間
で
友

好
親
善
的
な
交
流
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
２
０
０
０
年
代
以
降

は
、
世
界
の
大
都
市
に
共
通
す
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
繁
栄
と

発
展
を
目
指
し
た
「
ア
ジ
ア
大
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（

注
）21
」（
以
下

「
ア
ジ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
）
を
立
ち
上
げ
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と

し
た
多
都
市
間
の
交
流
・
協
力
関
係
を
構
築
し
た
。

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
東
京
都
の
都
市
外
交
は
何
を
目
指
す
べ
き

か
。私

は
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

（
以
下
、
２
０
２
０
年
大
会
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
都
市
機
能
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
、
世
界
中
か
ら
人
、
金
、
情
報
が
集
ま
る
グ
ロ
ー

バ
ル
都
市
と
し
、
か
つ
、
成
熟
都
市
と
し
て
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
を
世
界
一
の
都
市
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
京
が
未
来
を
創
る
。
そ

れ
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
10
月
ロ
ン
ド
ン
訪
問
時
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に
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
（
王
立
国
際
問
題
研
究
所
）
で
、
私
の
目
指
す

東
京
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
（http://w

w
w

.
m

etro.tokyo.jp/G
O

V
E

R
N

O
R

/A
C

T
IV

IT
Y

/141031_01.
htm

）。
こ
れ
か
ら
の
東
京
都
の
都
市
外
交
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
手
段
と
し
て
、
特
に
以
下
の
３
点
を
目
指
し

て
進
め
て
い
く
。

（
１
）�

２
０
２
０
年
大
会
を
平
和
の
祭
典
と
し
て
、
多
く
の
国
や

地
域
か
ら
、
選
手
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
祝
福

さ
れ
る
大
会
と
す
る
た
め
、
近
隣
諸
国
等
の
都
市
と
の
良
好

な
関
係
を
構
築
し
、
多
く
の
国
と
の
友
好
の
絆
を
深
化
し
、

大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。

（
２
）�

都
市
が
直
面
す
る
課
題
解
決
に
向
け
て
海
外
の
知
恵
を
吸

収
し
、
そ
の
成
果
を
都
民
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
東
京
の

都
市
問
題
解
決
能
力
と
都
市
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
世
界
の

都
市
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
。

（
３
）�

日
本
の
機
関
車
と
し
て
、
人
口
減
少
に
よ
る
問
題
を
克
服

し
、
ア
ジ
ア
と
の
競
争
に
打
ち
克
つ
た
め
、
海
外
か
ら
の
投

資
、
旅
行
者
、
会
議
な
ど
を
誘
致
、
ま
た
東
京
か
ら
の
発
信

を
強
化
し
て
、
東
京
を
世
界
に
開
か
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市

と
す
る
こ
と
。

注
：
ア
ジ
ア
大
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21
は
、
ア
ジ
ア
の
首
都
お
よ
び
大
都
市
が
連

携
と
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
域
の
重

要
性
を
高
め
る
こ
と
や
、
相
互
に
共
通
す
る
課
題
に
共
同
で
取
り
組
み
、
ア
ジ

ア
地
域
の
社
会
・
経
済
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
東
京
都
を
は
じ
め
、

デ
リ
ー
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ソ
ウ
ル
の
４
都
市
が
共
同
で
提
唱
、
２
０
０

１
（
平
成
13
）
年
に
設
立
さ
れ
た
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
現
在
13
都
市
が
参

加
。

８
都
市
訪
問
の
「
外
交
」
成
果

私
は
２
０
１
４
年
２
月
か
ら
12
月
ま
で
に
、
都
市
外
交
の
抜
本
的

改
革
と
強
化
を
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
45
人
の
在
京
大
使
を
含
む
60

人
の
海
外
の
要
人
か
ら
の
表
敬
訪
問
を
受
け
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
、
友
好
都
市
と

の
関
係
強
化
、
ア
ジ
ネ
ッ
ト
総
会
出
席
な
ど
の
た
め
、
５
カ
国
８
都

市
（
ソ
チ
、
北
京
、
ソ
ウ
ル
、
ト
ム
ス
ク
、
モ
ス
ク
ワ
、
仁
川
、
ロ

ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
）
を
訪
問
、
ま
た
、
海
外
の
有
識
者
、
メ
デ
ィ

ア
、
学
生
、
市
民
等
に
向
け
た
講
演
等
を
多
く
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
２
点
挙
げ
る
。
首
長
が
現
地
を

訪
れ
直
接
見
聞
し
首
長
同
士
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性

と
、
国
と
の
連
携
の
大
切
さ
で
あ
る
。

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
訪
問
で
、
相
手
都
市
の
先
進
事
例
な
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ど
を
直
接
見
聞
で
き
る
こ
と
、
ト
ッ
プ
に
よ
る
東
京
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
行
え
る
こ
と
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
で
の
政
策
ス
ピ
ー
チ
等
を

通
じ
て
東
京
の
政
策
や
魅
力
等
を
強
く
発
信
で
き
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
た
。

海
外
訪
問
で
直
接
見
聞
し
、
都
政
に
取
り
入
れ
た
施
策
は
多
い
。

都
市
外
交
の
成
果
を
住
民
の
利
益
増
進
に
直
接
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
実
感
し
て
い
る
。
都
市
外
交
は
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治
体
で
な
け
れ
ば
担
う
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
訪
問
で
は
、
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
市
長
や
２
０
１
２

年
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
た
ポ
ー
ル
・
ダ
イ
ト
ン
財
務
閣
外
大
臣
等
と
直
接
意

見
交
換
を
行
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
と
、
都

市
計
画
が
連
動
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
最
大
の
教
訓
と

し
て
得
た
。
そ
れ
が
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
今
必
要
な
の

は
、
10
年
後
、
20
年
後
、
30
年
後
、
そ
し
て
さ
ら
に
未
来
の
東
京
に

つ
い
て
、
大
き
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、
実
現
し
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
る
と
痛
感
し
、
帰
国
後
、
私
は
知
事
直
轄
の
レ
ガ
シ
ー
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
民
間
の
知
恵
も
入
れ
て
東
京
の
未
来
像
を
描
く
こ

と
に
し
た
。

地
下
鉄
で
の
無
料
Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
の
導
入
、
観
光
案
内
人
制
度
の
導

入
等
は
ソ
ウ
ル
視
察
で
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
都

市
外
交
の
成
果
を
都
民
生
活
の
向
上
に
直
接
つ
な
が
る
都
政
の
具
体

的
施
策
に
反
映
し
た
例
で
あ
る
。

首
長
間
交
流
・
協
力
の
重
要
性
を
実
感

私
は
、
２
０
２
０
年
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
を
追
求
す
る
以
外
に
も
、

東
京
を
世
界
一
の
街
に
す
る
た
め
に
、
世
界
に
先
駆
け
て
水
素
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
、
東
京
を
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
生
す
る

こ
と
等
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
立
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
都
市
外
交
に
よ
っ
て
、
世
界
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

ま
た
、
首
長
の
相
互
訪
問
に
よ
り
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
、
お
よ

び
、
首
長
間
で
具
体
的
な
交
流
・
協
力
に
つ
き
合
意
す
る
こ
と
が
都

市
間
の
関
係
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
た
。

昨
年
、
都
知
事
と
し
て
18
年
ぶ
り
に
友
好
都
市
で
あ
る
北
京
市
と
ソ

ウ
ル
特
別
市
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
、
王
安
順
市
長
、
朴パ

ク

元ウ
ォ
ン
ス
ン
淳
市
長

と
直
接
お
会
い
し
、
具
体
的
な
交
流
・
協
力
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

そ
の
後
、
両
市
と
の
間
の
実
務
的
協
力
案
件
が
次
々
と
動
き
出
し
て

い
る
。
ど
の
首
長
と
の
協
議
で
も
、
都
市
が
直
面
す
る
共
通
の
問
題

の
解
決
に
つ
い
て
か
み
合
っ
た
議
論
と
な
る
。
都
市
外
交
は
、
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
学
び
合
い
だ
と
手
応
え
を
実
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感
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
都
の
都
市
外
交
に
お
い
て
は
、
都
議
会
や
市
民
団
体

も
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。
知
事
の
往
来
が
途
絶
え
て
い
た
時

期
も
、
北
京
市
と
の
間
で
は
都
議
会
と
北
京
市
人
民
代
表
大
会
と
の

相
互
訪
問
は
続
け
ら
れ
、
ま
た
、
両
都
市
の
友
好
協
会
も
活
発
な
交

流
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
外
交
補
完
へ
連
携
を
重
視

第
二
に
、
国
と
の
連
携
で
あ
る
。
都
市
外
交
は
、
安
全
保
障
や
貿

易
交
渉
等
、
国
の
外
交
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
が
、

国
と
の
連
携
を
良
く
す
れ
ば
、
国
の
外
交
を
補
完
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

北
京
訪
問
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
の
翌

年
、
１
９
７
９
年
、
東
京
と
北
京
は
「
日
中
平
和
友
好
条
約
に
規
定

さ
れ
た
原
則
・
精
神
を
つ
ら
ぬ
き
、
両
国
民
の
友
好
往
来
を
よ
り
一

層
強
め
る
た
め
に
」
友
好
都
市
関
係
を
結
成
し
た
。
ま
さ
に
首
都
同

士
が
国
の
外
交
を
補
完
す
る
た
め
の
都
市
外
交
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
４
年
４
月
に
私
が
訪
問
す
る
ま
で
の
18

年
間
、
都
知
事
の
公
式
訪
問
が
な
い
と
い
う
不
正
常
な
状
態
が
続
い

て
い
た
。
今
回
の
訪
問
で
、
中
国
と
日
本
の
首
都
間
の
交
流
を
再
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
の
訪
問
時
、
日
中
関
係
は
冷
え
切
っ
て

い
た
。
訪
問
の
最
終
日
、
汪
洋
副
総
理
と
会
見
し
た
。
土
曜
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
時
間
と
い
う
長
時
間
、
副
総
理
が
会
見
し
た
こ
と

は
、
中
国
政
府
が
都
知
事
の
訪
問
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
の
証

左
で
あ
っ
た
。
私
は
安
倍
総
理
の
日
中
関
係
改
善
に
懸
け
る
思
い
を

伝
え
た
。

汪
副
総
理
は
、
中
国
側
の
懸
念
を
述
べ
つ
つ
、
私
の
訪
中
を
機
に

３
５
５
あ
る
日
中
友
好
都
市
関
係
を
再
開
さ
せ
る
た
め
に
中
国
政
府

が
全
力
を
あ
げ
る
旨
表
明
し
、
そ
の
後
、
実
際
に
、
自
治
体
間
の
交

流
が
全
面
的
に
再
開
さ
れ
た
。

「
世
界
一
の
都
市
」
東
京
の
実
現
を
目
標
に

こ
れ
ま
で
都
で
は
、
都
市
外
交
に
特
化
し
た
政
策
指
針
は
策
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
２
０
２
０
年
大
会
を
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
起
爆
剤

と
し
て
東
京
を
世
界
一
の
都
市
へ
と
発
展
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
効

果
的
に
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
都
市
外
交
を
戦
略
的
に
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
大
会
に
向
け
た
準
備
を
本
格
化
さ
せ
る
こ

の
時
期
に
、
東
京
都
が
取
り
組
む
す
べ
て
の
国
際
的
な
活
動
を
都
市

外
交
と
捉
え
、
こ
れ
を
戦
略
的
、
包
括
的
に
進
め
る
た
め
の
指
針
と

な
る
「
都
市
外
交
基
本
戦
略
」（http://w

w
w

.m
etro.tokyo.jp/

IN
ET

/K
EIK

A
K

U
/2014/12/70ocp500.htm

）
を
２
０
１
４
年
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12
月
に
策
定
し
た
。

同
戦
略
で
は
、
都
市
外
交
を
通
じ
て
達
成
す
べ
き
目
的
を
上
述
の

通
り
、
①
２
０
２
０
年
大
会
の
成
功
、
②
大
都
市
共
通
課
題
の
解

決
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
東
京
の
実
現
と
定
め
た
。

そ
し
て
、
都
市
外
交
の
基
本
方
針
を
、
①
東
京
の
発
展
に
資
す
る

施
策
を
効
果
的
に
実
現
す
る
手
段
と
し
て
戦
略
的
に
展
開
す
る
こ

と
、
②
都
庁
全
体
で
総
合
的
に
取
り
組
み
、
都
民
生
活
を
向
上
さ

せ
、
メ
リ
ッ
ト
を
都
民
に
還
元
す
る
こ
と
、
③
国
と
の
連
携
、
協
力

の
下
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
と
明
確
化
し
、
２
都
市
間
（
バ

イ
）
と
多
都
市
間
（
マ
ル
チ
）
の
都
市
外
交
の
取
り
進
め
方
を
示
し

た
。
既
存
の
姉
妹
友
好
都
市
や
ア
ジ
ネ
ッ
ト
会
員
都
市
等
と
の
友

好
・
協
力
関
係
を
生
か
し
つ
つ
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
30
都
市
と
の

関
係
構
築
・
強
化
を
目
指
す
。

２
都
市
間
で
は
、
戦
略
的
に
協
力
関
係
を
構
築
す
べ
き
都
市
を
選

定
し
、
目
的
や
必
要
性
に
応
じ
て
柔
軟
に
連
携
協
力
す
る
。

ま
た
、
多
都
市
間
で
は
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
の
大
都

市
の
課
題
解
決
や
連
携
・
交
流
促
進
に
資
す
る
実
務
的
協
力
事
業
を

推
進
す
る
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
に
設
立
予
定
の
80
億
円
規
模
の
人
材

育
成
の
た
め
の
基
金
を
活
用
し
、
都
市
外
交
を
積
極
的
に
進
め
て
ゆ

く
。

都
市
外
交
の
可
能
性
を
求
め
て

日
本
国
内
に
お
い
て
、
東
京
一
極
集
中
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
が

盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
の
限
ら
れ
た
パ
イ
を
奪
い
合
う
と

い
う
発
想
を
切
り
替
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
が
、
自
ら
に
合
っ
た
発

展
モ
デ
ル
を
追
求
し
、
都
市
力
ア
ッ
プ
、
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

最
近
、IF M
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（Benja-
m

in�R.�Barber

）
と
い
う
本
を
読
ん
だ
。
都
市
の
優
れ
た
首
長
の

取
り
組
み
と
都
市
連
携
が
世
界
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
と
っ
て
果
た
し
て

き
た
（
果
た
し
得
る
）
役
割
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
興
味
深

い
。
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
都
市
が
国
際
社
会
で
担
う
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
都
市
外
交
が
で
き
る
こ
と
、
都
市
外
交

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
拡
大
し
て
い
く
。
首
長
の
役
割
は
よ
り
大
き

く
な
り
、
責
任
も
重
く
な
る
。
自
分
は
、
日
本
の
首
都
で
あ
り
、
２

０
２
０
年
大
会
の
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
ー
の
首
長
と
し
て
の
使
命
感
を
持

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

拙
稿
が
、
都
市
外
交
の
役
割
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
外
交
に
携
わ

る
人
々
は
も
と
よ
り
、
広
く
国
民
一
般
の
理
解
促
進
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。


